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１ 自己点検・評価の考え方  

 

焼津市教育委員会では、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」

第 26 条第１項の規定により、教育委員会の権限に属する事務の管理及び

執行の状況について、自己点検・評価を実施しています。 

当教育委員会では、「第６次焼津市総合計画」の政策に掲げた「安心し

て子育てができ、子どもが心豊かに育つまちづくり」、「生きがいを持って

暮らせるまちづくり」を実現するため、施策を定めて取り組んでおります。 

今回は、この「第６次焼津市総合計画」の進行管理を行っている「行政

評価システム」の「施策評価書」（事務事業評価書）を活用して、令和５

年度の活動及び施策の自己点検・評価を行いました。 

また、教育委員会が自己点検・評価を行うに当たっては、同条第２項の

規定に基づき、教育に関し学識経験を有する者の知見の活用を図るため、

焼津市教育委員会事業評価委員会を設置し、委嘱した外部委員３名に意見

等をいただき、報告書にまとめました。 

 

  ＜参考＞ 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律 

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第 26 条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第 1 項の規定によ

り教育長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第４項の

規定により事務局職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執

行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、

これを議会に提出するとともに、公表しなければならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識

経験を有する者の知見の活用を図るものとする。 
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２ 「第６次焼津市総合計画」第２期計画（令和４年度～令和７年度）の体系図 

【将来都市像】 

 やさしさ 愛しさ いいもの いっぱい 世界へ拡げる 水産文化都市 ＹＡＩＺＵ   
【基本理念】 地域資源や特性を「いかす」 

                        みんなに、地球に「やさしい」 

                        市民の力を「はぐくむ」 

                        人と未来に「つなげる」 

政      策               施      策 

１  
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      ３  
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      ５ 
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施策横断的な視点 

●新たな日常への転換 

●DX の推進 

●人口減少対策 

●SDGｓの推進 

     ★ 教育委員会の権限に属する事務 

 

健康・医療・福祉 

共に支え合い豊かに暮らせる 

まちづくり 

1-1 健康で豊かな暮らしの実現 

1-2 安心で良質な医療の提供 

1-3 すこやか長寿社会の推進 

1-4 共に生きる社会の推進 

子育て・教育 

安心して子育てができ、子ども

が心豊かに育つまちづくり 

2-1 みんなで支える子育て環境の充実 ★ 

2-2 学校教育の充実 ★ 

生きがい・文化・スポーツ 

生きがいを持って暮らせるま

ちづくり 

3-1 生きがいづくりの推進 ★ 

3-2 芸術文化の振興と歴史・伝統文化の継承  

3-3 スポーツの振興 

産業・観光 

産業の振興と地域資源を活用

したまちづくり 

4-1 水産業の振興  

4-2 農業の振興 

4-3 商工業の振興 

4-4 観光交流の推進 

4-5 雇用・就労環境の充実 

防災・都市・環境 

安全安心で快適に暮らせるま

ちづくり 

5-1 安全安心な暮らしの推進  

5-2 暮らしを守り支える社会基盤の充実 

5-3 良好な住環境の実現 

5-4 環境にやさしい持続可能な社会の推進 

市民協働・DX・行政運営 

市民と共につくり未来へつな

ぐまちづくり 

6-1 互いに認め合う共創社会の推進  

6-2 DX の推進と情報発信の充実 

6-3 健全で効果的な行政運営 
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３ 施策評価書(令和５年度目標達成度評価)及び事務事業評価書

(令和５年度の実績)による評価 

 

目 次 

政策：「安心して子育てができ、子どもが心豊かに育つまちづくり」 

（１）みんなで支える子育て環境の充実            

   【事務事業名】幼稚園管理事業 

   【事務事業名】指導力向上支援事業 

   【事務事業名】青少年問題協議会事業 

   【事務事業名】教育相談センター運営事業 

   【事務事業名】子ども会健全育成支援事業 

    

（２）学校教育の充実 

 

政策：「生きがいを持って暮らせるまちづくり」 

（１）生きがいづくりの推進 

   【事務事業名】焼津図書館読書普及事業 

   【事務事業名】大井川図書館読書普及事業 

   【事務事業名】焼津図書館図書資料電算運営事業 

   【事務事業名】大井川図書館図書資料電算運営事業 

 

 



令和5年度　事務事業評価書

事業概要
実施計画書 ■ 経費分類 準義務 評価対象 □ 優先度評価 E
公開資料 ■ 行政改革 □ 主要施策 □ シート区分 拡充
予備 □ 補正時期 ― 事業完了 □ 事業期間 ～

政　策 02 安心して子育てができ、子どもが心豊かに育つまちづくり
施　策 01 みんなで支える子育て環境の充実
基本事業 06 幼児教育・保育の充実
事務事業名 350 幼稚園管理費
所　属 こども未来部 保育・幼稚園課
会　計 一般会計
科　目 教育費・幼稚園費・幼稚園費
施策が 安心して、子どもを産み育てることができ、地域全体で支えられている
目指す姿

市民／安全・安心な保育を提供できる。
事務事業
対象/意図

日常的な幼稚園運営に必要な維持管理の実施と各種支払い（水道料、ガス料、電気料など）
事業概要 公立幼稚園施設全般の修繕・補修
(168)

手
段
・
実
施
内
容
等

日常的な施設、設備の維持管理を実施（公共料金の支払いと委託料による施設、設備の保守点検、
施設設備の修繕、補修等）
保育に必要な原材料の購入（砂場用砂、泥んこ用土、花壇用ブロック、渡り板材等）
公立幼稚園施設全般の修繕補修をする。

令和
5年度

継続
令和
6年度

継続
令和
7年度

公立幼稚園（６園）の運営に要する経費
１　保育に要する経費（会計年度任用職員賃金、保育物品購入費、被服費、副食費委託料（無償化
分）、バス借上料、保育物品購入費等）
２　施設整備及び維持管理に要する経費（光熱水費、保守点検費、使用料、工事費等）

令和5年度
３　旧東益津幼稚園大型遊具の大井川西幼稚園への移設

予算内容
４　旧東益津幼稚園用地地籍測量と地目変更登記の委託

(440)
 

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

事業費 計画 0 0 86,362 75,737
実績 0 0 64,874

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 3,396 1,780
実績 0 0 2,728

一般 計画 0 0 82,966 73,957
財源 実績 0 0 62,146

人件費 計画 0 0 202,180 202,180
実績 0 0 45,192

トータル 計画 0 0 288,542 277,917
コスト 実績 0 0 110,066

Administrator
テキストボックス
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活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

修繕を実施した幼稚園数 園 6 6 6 6 6
6 6 6

増加目標 100% 100% 100%

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

事後評価
・公立幼稚園の会計年度任用職員の人件費を支払った。
・日常的な幼稚園運営に必要な維持管理を実施した。
・器具、遊具及び設備等の修繕を行った。
〇添付ファイル有り（画面右方「詳細」より確認できます。）

実施結果
(748)

成果の
達成状況
と要因

課　題

今後の
方向性

所属長
意見(72)

Administrator
テキストボックス
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和4年度 令和5年度 令和6年度

事業費 計画 0 0 461 470
実績 0 0 418

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 229 0
支出金 実績 0 0 206
県 計画 0 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0

令

0 0
実績 0 0 0

その他

和

計画 0 0 0 263
実績

5

0 0 0
一般 計画 0 0 2

年

32 207
財源 実績 0

度

0 212

人件費 計画 0

　

0 17,365 17,

事

365
実績 0 0 17,

務

495
トータル 計画 0

事

0 17,826 17,

業

835
コスト 実績 0 0

評

17,913

価書

事業概要
実施計画書 ■ 経費分類 政策 評価対象 ■ 優先度評価 B
公開資料 ■ 行政改革 □ 主要施策 □ シート区分 継続
予備 □ 補正時期 ― 事業完了 □ 事業期間 ～

政　策 02 安心して子育てができ、子どもが心豊かに育つまちづくり
施　策 01 みんなで支える子育て環境の充実
基本事業 06 幼児教育・保育の充実
事務事業名 338 指導力向上支援事業費
所　属 こども未来部 保育・幼稚園課
会　計 一般会計
科　目 民生費・児童福祉費・児童福祉総務費
施策が 安心して、子どもを産み育てることができ、地域全体で支えられている
目指す姿

保育所・幼稚園職員／幼稚園、保育所職員の意識及び指導スキルが向上し、質の高い幼児教育を園
事務事業

児に提供できる。
対象/意図

・就学前の幼児への指導支援の充実を図るために、保育園・幼稚園の指導者の指導力を向上させる
事業概要 。
(168) ・静岡県保育士会、志太地区保育所連合会、焼津市保育園協会、静岡県給食協会、公立保育園、保

育・幼稚園課研修また一般の主催する研修会に参加する。

手
段
・
実
施
内
容
等

・保育園・幼稚園職員対象の研修会の開催
　　焼津市乳幼児教育推進会議、課題検討部会（年間８回）、乳幼児教育研修会、
　　保育者資質向　　上研修会、乳幼児教育連絡協議会（年間３回）、
　　園内研修訪問指導、保育リーダー研修会（年間８回）、副園長研修会（年間３回）

令和 ・保育園・幼稚園合同園長研修（月１度）の実施
5年度 ・保・幼連携による自主研修の実施推進及び指導

・静岡県保育士会、志太地区保育所連合会、焼津市保育園協会の主催する研修会に参加する。
・保育園給食協会の主催する研修会に参加する。
・公立保育園主催する研修会、一般の主催する研修会に参加する。
・保育・幼稚園課主催の資質向上研修会に参加する。
継続

令和
6年度

継続
令和
7年度

乳幼児への質の高い保育の提供を行うため、幼稚園・保育所の職員の研修会等の開催に要する経費
（補助率：子ども・子育て支援体制整備総合推進事業費国庫補助金１/２）
１講師への謝礼
２研修会出席に伴う旅費

令和5年度
３研修用書籍購入費

予算内容
４会場借上げ料

(440)

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令

Administrator
テキストボックス
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成果の ープワークでは、各園の保育を熱心に伝え合い、研修を深めている様子が伺えた。
達成状況 ・自分たちも積極的に研修に出かけて学ぶことで、新しい知識を得て次の研修会に活かせる材料が
と要因 増えている。

・園訪問は、園からの依頼が減って、目標が達成しなかった。
・園訪問については、園のニーズと合っていないところがある。今、保育者の業務がとても多くな
っている。ニーズに合う保育者の質の向上の研修の行い方を検討したい。

課　題

・キャリアに合わせた様々な研修は、継続していく。保育者の資質向上に努めていく。
・園訪問は、園のニーズ負担の原因を探り、負担を減らす工夫を考えていきたい。

今後の
方向性

所属長 焼津市の子どもたちの乳幼児教育推進のために、保育士・幼稚園教諭の指導力向上を図ることは非
意見(72) 常に重要であり、力を入れたい事業である。

活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

保育者資質向上研修会 回 7 7 7 7 7
7 7 7

増加目標 100% 100% 100%
園長研修 12 12 12

12 12 12
増加目標 100% 100% 100%

保育園・幼稚園訪問指導 27 26 28
40 28 24

増加目標 148.15% 107.69% 85.71%

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

資質向上研修会参加者数 人 425 430 435 440 445
442 516 564

増加目標 104% 120% 129.66%

事後評価
・保育園・幼稚園職員対象の研修会を開催をし、対象者のキャリアに合わせた研修内容を提供し
　た。
　焼津市乳幼児教育推進会議（年間1回）、課題検討部会（年間8回）、乳幼児教育研修会（年間1
　回）、保育者資質向上研修会（年間7回）、乳幼児教育連絡協議会（年間３回）、公立園内研修
　訪問指導（各園1回以上）、保育リーダー研修会（年間８回）、副園長研修会（年間３回）
・公立保育園・幼稚園合同園長研修（月１回）を実施し、旬の情報を共有したり、事例検討をした
　りし、園長として必要な情報を提供した。
・保・幼連携による自主研修の実施推進及び指導を行い、小学校との連携も少しずつ進んできた。

実施結果
・静岡県保育士会、志太地区保育所連合会、焼津市保育園協会の主催する研修会に参加し、新しい

(748)
　情報を得ることができた。
・保育園給食協会の主催する研修会に参加し、情報共有をした。
・公立保育園主催する研修会、一般の主催する研修会に参加した。
・保育・幼稚園課主催の資質向上研修会は、保育者のニーズを聞いて講師を選んでいるため、年々
　参加する人が増えている。

・キャリアに合わせた様々な研修会を開催し、保育者の質の向上の機会を提供した。研修会のグル
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令和5年度　事務事業評価書

事業概要
実施計画書 ■ 経費分類 義務 評価対象 □ 優先度評価 E
公開資料 ■ 行政改革 □ 主要施策 ■ シート区分 継続
予備 □ 補正時期 ― 事業完了 □ 事業期間 昭和32年度 ～

政　策 02 安心して子育てができ、子どもが心豊かに育つまちづくり
施　策 01 みんなで支える子育て環境の充実
基本事業 03 地域全体で子育てを応援する環境づくり
事務事業名 707 青少年問題協議会費
所　属 教育委員会事務局学校福祉部 子ども支援課
会　計 一般会計
科　目 教育費・社会教育費・社会教育総務費
施策が 安心して、子どもを産み育てることができ、地域全体で支えられている
目指す姿

青少年/健全に育成する。
事務事業
対象/意図

青少年に関係する機関の連絡調整と取組を調査審議することで青少年の健全育成を図る。
事業概要
(168)

手
段
・
実
施
内
容
等

・青少年問題協議会の開催（年２回:６月、２月）
  ６月22日（木）於：本庁会議室１B
  ２月１日（木）於：本庁会議室１B
・「夏に青少年をまもり育てる運動」青少年非行防止街頭キャンペーンの実施

令和   ７月３日（月）於：市内ショッピングセンター
5年度

継続
令和
6年度

継続
令和
7年度

青少年問題協議会の委員報酬等（20人）及び青少年健全育成街頭キャンペンーンに要する経費

令和5年度
予算内容
(440)

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

事業費 計画 0 0 269 282
実績 0 0 230

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 0 0
実績 0 0 0

一般 計画 0 0 269 282
財源 実績 0 0 230

人件費 計画 0 0 0 0
実績 0 0 897

トータル 計画 0 0 269 282
コスト 実績 0 0 1,127
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活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

協議会開催回数 回 2 2 2 2 2
2 2 2

その他 100% 100% 100%
非行防止街頭ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ実施回 回 1 1 1 1 1
数 1 1 1

その他 100% 100% 100%

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

事後評価
・焼津市青少年問題協議会設置条例（昭和32年条例第５号）第３条第３項の規定に基づき行政機関
及び青少年健全育成団体等の代表者を委員及び幹事に委嘱し、６月と２月に焼津市青少年問題協議
会を開催した。
・ 「夏に青少年をまもり育てる運動」青少年非行防止街頭キャンペーンを７月に実施した。

実施結果
(748)

―
成果の
達成状況
と要因

―

課　題

―

今後の
方向性

所属長 青少年の健全育成について、関係行政機関や青少年健全育成団体が連携して対応する必要があるた
意見(72) め、本事業は継続して実施する必要がある。
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令和5年度　事務事業評価書

事業概要
実施計画書 ■ 経費分類 政策 評価対象 ■ 優先度評価 B
公開資料 ■ 行政改革 □ 主要施策 ■ シート区分 継続
予備 □ 補正時期 ― 事業完了 □ 事業期間 昭和47年度 ～

政　策 02 安心して子育てができ、子どもが心豊かに育つまちづくり
施　策 01 みんなで支える子育て環境の充実
基本事業 04 子育て相談体制の充実
事務事業名 708 教育相談センター運営費
所　属 教育委員会事務局学校福祉部 子ども支援課
会　計 一般会計
科　目 教育費・社会教育費・社会教育総務費
施策が 安心して、子どもを産み育てることができ、地域全体で支えられている
目指す姿

心配事を持つ幼児から青少年とその保護者等/問題解決、悩み及び不安等のの解消への道筋を探る
事務事業

青少年/健全に育成する
対象/意図

補導活動及び青少年相談を行いを青少年の健全育成に寄与する。
事業概要
(168)

手
段
・
実
施
内
容
等

(1)電話、面談及びメールでの相談により、悩みや問題の解消に向けた適切な助言に努める。
(2)街頭補導等での温かな声掛けや指導により非行未然防止や早期発見に努める。
(3)学校、家庭、地域及び関係機関との連携により、啓発活動と環境浄化を推進する。

令和
5年度

継続
令和
6年度

継続
令和
7年度

１　青少年教育相談センター相談員（２人）に係る人件費
２　事務補助員（１人）に係る人件費
３　補導員幹事（10人）に係る謝礼
４　補導員（140人）による補導活動等に要する経費

令和5年度
５　子ども・若者支援地域協議会等委員（12人）に係る謝礼

予算内容
(440)

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

事業費 計画 0 0 11,291 11,443
実績 0 0 9,456

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 0 0
実績 0 0 0

一般 計画 0 0 11,291 11,443
財源 実績 0 0 9,456

人件費 計画 0 0 2 2
実績 0 0 2,927

トータル 計画 0 0 11,293 11,445
コスト 実績 0 0 12,383
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わるものであり、今後
も継続して実施していく。

今後の
方向性

所属長 相談業務や街頭補導等を通じ、青少年の非行防止と健全育成に貢献してきた。今後も関係機関が連
意見(72) 携し対応する必要があり、本事業は実施する必要がある。

活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

相談者実人数 人 57 33 33 33 33
33 49 39

その他 57.9％ 148.9％ 112.1％
街頭補導活動平均参加者数（ 人 3.8 4.1 3.8 3.9 4
１回あたり） 4.1 3.7 3.6

その他 107.9% 90.2% 94.7％

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

自分自身が心身共に健康だと ％ 92.4 81.5 81.3 81.4 81.5
思っている10代の市民の割合 81.4 81.2 83.4

増加目標 88.1% 99.63% 102.58%

事後評価
・焼津市青少年教育相談センターの相談員が電話、面談及びメールによる相談（年間310回）に対
して、悩みや問題を聞き、解消に向けた適切な助言を行ったり、より適切な機関につなげるなどし
た。
・市内10地区の補導員が、夜間に外出している児童生徒などに対して温かな声掛けや帰宅指導等を
行う街頭補導活動（年間319回）を実施した。
・市内の書店、ゲームセンター等への立入調査による環境浄化活動を実施した。

実施結果
(748)

・相談者に対し、丁寧・適切な対応を行い、悩みへの助言やより適切な支援へつなげることができ
成果の た。
達成状況 ・他の団体へ参加を依頼し、大勢の参加協力がある12月の一斉補導を、開催当日の悪天候により中
と要因 止としため、参加人数が目標を達成できなかった。　

・文部科学省の通知に基づき、R6から教職員への補導員就任依頼を中止としたことから、各地区２
～３人の補導員が減少する。補導実施時は安全に実施するための人員に関するルールを満たす必要
があり、確実な補導実施のため、班編成人数や補導回数等の見直しが必要となっている。

課　題

・夜間外出している青少年への声掛けは、地域での見守りが青少年へ直に伝
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令和5年度　事務事業評価書

事業概要
実施計画書 ■ 経費分類 政策 評価対象 ■ 優先度評価 B
公開資料 ■ 行政改革 □ 主要施策 □ シート区分 継続
予備 □ 補正時期 ― 事業完了 □ 事業期間 昭和38年度 ～

政　策 02 安心して子育てができ、子どもが心豊かに育つまちづくり
施　策 01 みんなで支える子育て環境の充実
基本事業 03 地域全体で子育てを応援する環境づくり
事務事業名 709 子ども会健全育成支援事業費
所　属 教育委員会事務局学校福祉部 家庭支援課
会　計 一般会計
科　目 教育費・社会教育費・社会教育総務費
施策が 安心して、子どもを産み育てることができ、地域全体で支えられている
目指す姿

焼津市の小学生/子ども会連合会に加入する。
事務事業
対象/意図

子ども会活動の振興による青少年の健全な育成を図るため、子ども会健全育成事業を実施する焼津
事業概要 市子ども会連合会に対し、予算の範囲内において、補助金を交付する。
(168)

手
段
・
実
施
内
容
等

焼津市子ども会連合会に対し、補助金を交付する。
(1)補助金交付要綱の制定
(2)計画の審査、申請書の受理
(3)実施報告書の審査、受理

令和 (4)補助金の交付
5年度  

継続
令和
6年度

継続
令和
7年度

焼津市子ども会連合会に対する補助
補助額：対象経費の２分の１以内の額とし、380,000円を限度

令和5年度
予算内容
(440)

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

事業費 計画 0 0 380 380
実績 0 0 159

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 0 0
実績 0 0 0

一般 計画 0 0 380 380
財源 実績 0 0 159

人件費 計画 0 0 0 0
実績 0 0 1,018

トータル 計画 0 0 380 380
コスト 実績 0 0 1,177
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活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

市子ども会連合会の校区数 校区 13 13 13 13 13
13 13 13

増加目標 100% 100% 100%
子ども会単子数 子ども会 255 255 255 255 255

255 253 199
増加目標 100% 99.22% 78.04%

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

子ども会会員数 人 6,202 5,993 5,993 5,993 5,993
5,993 5,598 5,220

増加目標 96.63% 93.41% 87.1%

事後評価
・補助金交付要綱の内容を精査して補助金の対象範囲を広げ、育成活動を行いやすい体制を整えた
。
・実施計画書、申請書、実施報告書の作成指導、受理、審査を行い、補助金交付業務を行った。
 

実施結果
(748)

・成果指標①（未達成） 児童数の減少、社会情勢の変化により子ども会加入者数は減少傾向にあ
成果の る。コロナ禍が明けて育成活動が再開されつつあるが、減少を止めるには至っていない。
達成状況
と要因

・活動に積極的な校区とそうでない校区に差が大きい。
・補助金取りまとめが煩雑になっており、市子連担当者の負担となっている。

課　題

・補助金の対象となる事業や、交付方法（全体か校区ごとか）、適正金額等を見直し、健全育成の
ための活動がより行いやすいやり方を検討していく。

今後の
方向性

所属長 子どもが成長する上で、異なる年齢の子どもや地域の方達と関わり、交流を持つことは重要である
意見(72) 。その上でも地域の子ども会活動を支援する必要がある。
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家

18,453
一般 計画

庭

0 0 1,353,00

支

6 1,308,882

援

財源 実績 0 0 1,22

課

2,796

人件費 計画

、

0 0 5,103 5,1

総

03
実績 0 0 321,

務

927
トータル 計画 0

課

0 2,956,693

施

2,327,353
コ

策

スト 実績 0 0 2,39

が

0,958

市内小・中学校の児童・生徒/学力・体力を身に付け、優しさと強さを持つことができる
目指す姿

方針
・教

令

育大綱の基本理念の体

和

現を目指し、授業改善

 

やICTの積極的な活

5

用に向けて教員への指

年

導の充
実を図る。
・不

度

登校児童生徒、障害の

施

ある児童生徒、外国に

策

つながりのある児童生

評

徒等、特別な支援が必

価

要な
児童生徒及び、経

書

済的な問題等を抱え、

政

子どもの成長に影響を

　

与えている家庭に対し

策

て、その課題
解消に向

0

けた支援が行えるよう

2

、体制を整備し支援を

安

充実させる。
令和 5

心

年度 ・安全安心で学習

し

・生活しやすい環境の

て

維持確保に努める。

子育てができ、子どもが

指標

心

成果 授業に一生懸命取

豊

り組んでいる児童・生

か

徒の割合 単位 ％
指標名

に

① 達成率区分 増加目標

育

令和03年度 令和 4

つ

年度 令和 5年度 令和

ま

 6年度 令和 7年度

ち

目標値 計画 89.4 8

づ

9.6 89.8 90
実

く

績 89.2 89.7 9

り

2.4
達成率 100.

施

34% 103.13%

　

成果 失敗を恐れず、挑

策

戦するようにしている

0

児童・生徒の割合 単位

2

％
指標名② 達成率区分

学

増加目標
令和03年度

校

令和 4年度 令和 5

教

年度 令和 6年度 令和

育

 7年度
目標値 計画 7

の

0 73 76.5 80
実

充

績 66.9 69.8 7

実

1.5
達成率 99.7

主

1% 97.95%
成果

管

単位
指標名③ 達成率区

課

分
令和 4年度 令和 

学

5年度 令和 6年度 令

校

和 7年度
目標値 計画

教

実績
達成率

育課

関連課

教

事業費内訳

育

（単位：千円）
令和 

総

3年度 令和 4年度 令

務

和 5年度 令和 6年

課

度

事業費 計画 0 0 2,

、

951,590 2,3

学

22,250
実績 0 0

校

2,069,031

財

給

源
内
訳

国庫 計画 0 0 2

食

19,689 19,8

課

47
支出金 実績 0 0 2

、

6,106
県 計画 0 0

子

2,815 4,706

ど

支出金 実績 0 0 1,6

も

76

地方債 計画 0 0 1

支

77,200 0
実績 0

援

0 0

その他 計画 0 0 1

課

,198,880 98

、

8,815
実績 0 0 8
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・

た

児童生徒の支援の充実

活

：今後も児童生徒数の

動

増加が進むと考えられ

が

るため、支援
施策の 場

始

所も含めどのような支

ま

援が効果的であるかに

り

ついて、研究していく

つ

必要がある。
課題 ・安

つ

全安心で快適な教育環

あ

境整備：今後、現状把

魅

る

握と計画の見直しが必

。

要な項目もある。猛暑

・

災害
対策では、小学校

若

の屋内運動場の空調に

手

ついて、できるだけ早

教

く整備を行っていく。

員

屋外運動場に
ついても

の

、どのような対策が取

指

れるか検討が必要であ

導

る。水泳授業の在り方

力

力

については、現場の意

向

見をもとに、具体的な

上

授業の在り方について

：

検討していく必要があ

2

る。

・不登校の子ども

,

の保護者の孤立を防ぐ

3

ように、どのような支

年

援があるのかなど、周

目

知する必要が
ある。
・

の

担任の教員がすべてに

あ

教

対応するのは難しいた

員

め、専門的な知識を持

に

つスクールカウンセラ

、

ーの人
数を増やして対

教

応したらどうか。
・子

育

どもも先生も保護者も

セ

忙しくて余裕がなくな

ン

っており、不登校等の

タ

対策を充実させるため

ー

にも
、学校の在り方を

る

が

根本的に考える時が来

訪

ているのではないか。

問

 

市民意見

指導や研修会を

授

実施し、着実な
指導力

業

向上が見られる。
・I

の

CT機器の効果的な活

推

用：活用頻度について

進

は全国的に見ても高く

：

なり、授業での効果的

計

な活用
について研究が

画

始まった。
・児童生徒

的

の体力向上：各種健康

に

診断は着実に実施され

隔

ている。地域クラブの

年

移行も計画的に進み
、

で

12クラブでの活動が

の

開始された。
施策の ・

全

配慮を要する児童生徒

校

及び家庭の支援の充実

訪

：低学年サポーターが

問

増員され、子どもたち

及

が安定
振り返り した学

び

校生活を送ることがで

研

きた。また、医療的ケ

修

ア児に対応する看護師

を

が配置され、安心して

実

学
校生活を送ることが

施

できるようになった。

し

課題を有する子供や家

、

庭を支援するため、学

授

校福祉部を
設置し、訪

業

問支援、ケース会議な

改

ど学校福祉部の対応件

善

数が増加することで、

が

家庭が安定したり、
登

進

校日数が増えたり、様

ん

々な関係機関とつなが

だ

ったりする児童生徒が

。

増えるなどの成果が上

・

がって
いる。
・外国に

地

つながる児童生徒の支

域

援の充実：児童生徒数

と

の増加や低年齢化に対

の

応するため、プレスク

連

ールやプレ教室、個に

携

応じた支援を充実させ

推

、安心して学校生活を

進

送れる児童生徒数が増

：

加した。
・安全安心で

す

快適な教育環境整備：

べ

学び舎にこにこ元気計

て

画に則り、着実に整備

の

を進め、トイレの
洋式

中

化改修工事を４校分、

学

設計を４校分行った。

校

 

・地域との連携推進

区

：それぞれの地区の特

で

性を生かしたコミュニ

コ

ティ・スクールへの取

ミ

り組みが始
められたが

ュ

、研修会での情報交換

ニ

等を通して、さらなる

テ

充実に努める必要があ

ィ

る。
・ICT機器の効

・

果的な活用：教育委員

ス

会の訪問やGIGAス

ク

クール推進室の訪問の

ー

機会を活用し、効果
的

評

ル

な授業での活用につい

が

てさらに実践を広げ、

始

より深めていく必要が

ま

ある。
・児童生徒の体

り

力向上：今後の地域移

、

行がスムーズに進むよ

そ

う、平日も含めた地域

れ

クラブ移行のロ
ードマ

ぞ

ップや地域クラブ活動

れ

ガイドラインの作成が

価

の

必要である。
・配慮を

地

要する児童生徒及び家

区

庭の支援の充実：今後

の

は、不登校児童生徒数

特

の増加を防ぐための予

性

防対策を行うとともに

を

、更なる手厚い子ども

生

及び家庭への支援を充

か

実させていく必要があ

し

る。
・外国につながる
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令和5年度　事務事業評価書

事業概要
実施計画書 ■ 経費分類 政策 評価対象 ■ 優先度評価 B
公開資料 ■ 行政改革 □ 主要施策 □ シート区分 継続
予備 □ 補正時期 ― 事業完了 □ 事業期間 令和 4年度 ～

政　策 03 生きがいを持って暮らせるまちづくり
施　策 01 生きがいづくりの推進
基本事業 03 読書活動の推進
事務事業名 727 焼津図書館読書普及事業費
所　属 教育委員会事務局教育部 図書課
会　計 一般会計
科　目 教育費・社会教育費・図書館費
施策が 市民が生きがいを持ち心豊かに暮らしている
目指す姿

市民/読書普及につながる様々な講座や催事に参加することで図書館利用を促進する。
事務事業
対象/意図

・図書館講座をはじめ、子ども読書活動推進計画に基づき、おはなし会・ブックスタート事業など
事業概要 を実施。
(168) ・読書普及事業におけるボランティアの活用。

手
段
・
実
施
内
容
等

・ブックスタートの実施
・読書普及イベント、図書館講座、読み聞かせ会等の企画・広報・実施
・ボランティアの育成・活用
・視覚障害者情報総合ネットワーク「サピエ」に加入し、録音図書の貸出など障害者サービスを実

令和 施。
5年度

継続
令和
6年度

継続
令和
7年度

読書普及のため、各種講座・ブックスタート事業等の開催に要する経費
１図書館講座の講師謝礼及びブックスタート用絵本の購入費、事務用消耗品費、読書普及活動協力
団体謝礼等
２視覚障害者情報総合ネットワーク「サピエ」会費、障害者サービス用郵送料・協力団体謝礼等

令和5年度
予算内容
(440)

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

事業費 計画 0 0 975 890
実績 0 0 954

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 0 0
実績 0 0 0

一般 計画 0 0 975 890
財源 実績 0 0 954

人件費 計画 0 0 10,082 10,082
実績 0 0 6,713

トータル 計画 0 0 11,057 10,972
コスト 実績 0 0 7,667
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ては、参加者アンケートの内容を反映させるなど、市民のニーズに合ったものを開催
する。

今後の
・関係部署との連携を意識して企画を行う。

方向性
・ボランティアの有効的活用。

所属長 市民のニーズを十分に把握し、図書館利用者や貸出しの拡大に繋がるような魅力のある事業、講座
意見(72) 等を企画するとともに、効果的な情報発信に努める。

活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

講座・読み聞かせ会等開催回 回 150 150 150 150 150
数（焼津図書館） 145 184 179

増加目標 96.67% 122.67% 119.33%

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

新規登録者数(全館） 人 1,850 1,500 1,500 1,500 1,500
1,448 1,979 1,465

増加目標 78.27% 131.93% 97.67%
講座・読み聞かせ会等の参加 人 2,500 2,500 2,500 2,500 2,500
人数（焼津図書館） 2,556 2,698 2,506

増加目標 102.24% 107.92% 100.24%

事後評価
　催事は、参加人数の制限や例年開催している場所より広い会場に変更して開催するなど、感染対
策をしながら開催した。乳幼児期から読書に親しむことの大切さを伝えたり、普段図書館を利用さ
れない方に対する来館のきっかけ作りをしたりして、図書館自体のＰＲも含め学習機会の提供と読
書普及に努めた。また、図書館利用に障害がある方の読書活動をサポートするための「アシストサ
ービス」の周知に努め、利用促進を図った。
 
 
・焼津地区でブックスタートを実施した。

実施結果
・読書普及イベント、図書館講座、読み聞かせ会等の企画・広報・実施をした。

(748)
・ボランティアの育成・活用をした。
・視覚障害者情報総合ネットワーク「サピエ」に加入し、録音図書の貸出など障害者サービスを実
施をした。
○添付ファイル有り（画面右方「詳細」より確認できます。）

読書普及のためのイベントや講座などを年間を通して行い、ほぼ目標達成できた。
成果の
達成状況
と要因

・講座によって、参加者人数に偏りがある。
・読み聞かせ会の参加人数の減少。

課　題

・講座におい
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令和5年度　事務事業評価書

事業概要
実施計画書 ■ 経費分類 政策 評価対象 ■ 優先度評価 B
公開資料 ■ 行政改革 □ 主要施策 □ シート区分 継続
予備 □ 補正時期 ― 事業完了 □ 事業期間 令和 4年度 ～

政　策 03 生きがいを持って暮らせるまちづくり
施　策 01 生きがいづくりの推進
基本事業 03 読書活動の推進
事務事業名 728 大井川図書館読書普及事業費
所　属 教育委員会事務局教育部 図書課
会　計 一般会計
科　目 教育費・社会教育費・図書館費
施策が 市民が生きがいを持ち心豊かに暮らしている
目指す姿

市民/読書普及につながる様々な講座や催事に参加することで図書館利用を促進する。
事務事業
対象/意図

・図書館講座をはじめ、子ども読書活動推進計画に基づき、おはなし会・ブックスタート事業など
事業概要 を実施。
(168) ・読書普及事業におけるボランティアの活用。

手
段
・
実
施
内
容
等

・ブックスタートの実施
・読書普及イベント、図書館講座、読み聞かせ会等の企画・広報・実施
・ボランティアの育成・活用
・絵手紙展ややいづっこべや等の展示室の活用

令和
5年度

継続
令和
6年度

継続
令和
7年度

読書普及のため、各種講座等の開催に要する経費
1図書館講座の講師謝礼及び消耗品費等
2協力団体謝礼

令和5年度
予算内容
(440)

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

事業費 計画 0 0 104 104
実績 0 0 118

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 0 0
実績 0 0 0

一般 計画 0 0 104 104
財源 実績 0 0 118

人件費 計画 0 0 10,082 10,082
実績 0 0 4,811

トータル 計画 0 0 10,186 10,186
コスト 実績 0 0 4,929
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スタート事業など、イベント参加人数の減少。
・ボランティア活動から読書普及へつなげるイベントの開催。

課　題

・利用者のニーズに合ったイベントの開催。
・ボランティアの有効的活用。

今後の
方向性

所属長 市民のニーズを十分に把握し、図書館利用者や貸出しの拡大に繋がるような魅力のある事業、講座
意見(72) 等を企画するとともに、効果的な情報発信に努める。

活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

講座・読み聞かせ会等開催回 回 94 94 94 94 94
数(大井川図書館） 64 90 96

増加目標 68.09% 95.74% 102.13%

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

新規登録者数(全館） 人 1,850 1,500 1,500 1,500 1,500
1,448 1,979 1,465

増加目標 78.27% 131.93% 97.67%
講座・読み聞かせ会等の参加 人 900 900 900 900 900
人数(大井川図書館） 695 693 955

増加目標 77.22% 77% 106.11%

事後評価
　催事は、参加人数の制限や例年開催している場所より広い会場に変更して開催するなど、感染対
策をしながら開催した。乳幼児期から読書に親しむことの大切さを伝えたり、普段図書館を利用さ
れない方に対する来館のきっかけ作りをしたりして、図書館自体のＰＲも含め学習機会の提供と読
書普及に努めた。また、図書館利用に障害がある方の読書活動をサポートするための「アシストサ
ービス」の周知に努め、利用促進を図った。
 
 
・大井川地区でのブックスタート事業を開催した。

実施結果
・読書普及イベント、図書館講座、読み聞かせ会等の企画・広報・実施を行った。

(748)
・読み聞かせや音訳のボランティア団体を活用し、読書普及につなげた。
・やいづっこべやや講座等で展示室を活用した。
○添付ファイル有り（画面右方「詳細」より確認できます。）

・成果指標➀（未達成）利用者の減少や電子図書やサブスクリプション等のサービスの拡大、利用
成果の 者ニーズの変化により、目標を達成できなかった。
達成状況 ・成果指標②（達成）講座の広報活動を積極的に行い、目標を達成した。
と要因

・図書館講座、おはなし会・ブック
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令和5年度　事務事業評価書

事業概要
実施計画書 ■ 経費分類 政策 評価対象 ■ 優先度評価 B
公開資料 ■ 行政改革 □ 主要施策 □ シート区分 継続
予備 □ 補正時期 ― 事業完了 □ 事業期間 令和 4年度 ～

政　策 03 生きがいを持って暮らせるまちづくり
施　策 01 生きがいづくりの推進
基本事業 03 読書活動の推進
事務事業名 723 焼津図書館図書資料電算運営費
所　属 教育委員会事務局教育部 図書課
会　計 一般会計
科　目 教育費・社会教育費・図書館費
施策が 市民が生きがいを持ち心豊かに暮らしている
目指す姿

市民/求める情報を容易にかつ迅速に入手できる環境を整備する。
事務事業
対象/意図

図書館利用者に迅速かつ適切な資料・情報を提供するため、電算システムを円滑に稼働させる。
事業概要
(168)

手
段
・
実
施
内
容
等

・図書館システム機器・管理ソフトの保守委託
・インターネット蔵書検索予約等システム・図書館ホームページの保守委託
・データベースの利用契約
・図書館システム機能向上のための情報交換、打ち合わせへの参加

令和
5年度

継続
令和
6年度

継続
令和
7年度

図書館の利用者に迅速かつ適切な資料・情報を提供するための電算システムの稼働に要す
る経費
１電算システムの維持・管理に係るシステム保守料
２電算システムの運用に必要な図書館カード・プリンター等の消耗品及び書誌情報の作

令和5年度
成委託料

予算内容
(440)

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

事業費 計画 0 0 11,840 11,373
実績 0 0 11,311

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 0 0
実績 0 0 0

一般 計画 0 0 11,840 11,373
財源 実績 0 0 11,311

人件費 計画 0 0 3,035 3,035
実績 0 0 91

トータル 計画 0 0 14,875 14,408
コスト 実績 0 0 11,402
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活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

レファレンス件数（全館） 件 2,300 3,400 3,400 3,400 3,400
3,379 3,254 3,570

増加目標 146.91% 95.71% 105%

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

人口当たり貸出点数(全館） 点 5 5 5 5 5
4.6 4.4 4.3

増加目標 92% 88% 86%

事後評価
　図書館ホームページからのインターネットによる予約受付など情報拠点としての機能を高めると
ともに、利用者が受け取りを希望する公民館図書室まで資料の配送を行い、資料の整備・充実に努
めた。
 
自動貸出機の導入により、職員が開架へ返却を行うサービスと利用者が求める資料を探すレファレ
ンスサービスの対応が可能となった。
○添付ファイル有り（画面右方「詳細」より確認できます。）

実施結果
(748)

利用者サービスであるレファレンス件数は目標達成されているが、成果としての貸出点数には結び
成果の ついておらず、目標達成できなかった。
達成状況
と要因

利用者が調査や研究のためにインターネット検索を行うノートパソコンはアプリの障害でパソコン
が起動できない事象が発生しており、インターネット閲覧サービスは2台の内1台のみとなっている
。

課　題

令和6年度インターネット閲覧サービスのため、パソコンのリース業者を選定し更新する。

今後の
方向性

所属長 利用者の利便性の向上及び図書館業務の効率化のため、今後もシステムの有効活用を図るとともに
意見(72) 、システムの迅速かつ適切な更新に努める。
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令和5年度　事務事業評価書

事業概要
実施計画書 ■ 経費分類 政策 評価対象 ■ 優先度評価 B
公開資料 ■ 行政改革 □ 主要施策 □ シート区分 継続
予備 □ 補正時期 ― 事業完了 □ 事業期間 平成 4年度 ～

政　策 03 生きがいを持って暮らせるまちづくり
施　策 01 生きがいづくりの推進
基本事業 03 読書活動の推進
事務事業名 724 大井川図書館図書資料電算運営費
所　属 教育委員会事務局教育部 図書課
会　計 一般会計
科　目 教育費・社会教育費・図書館費
施策が 市民が生きがいを持ち心豊かに暮らしている
目指す姿

市民/求める情報を容易にかつ迅速に入手できる環境を整備する。
事務事業
対象/意図

図書館利用者に迅速かつ適切な資料・情報を提供するため、電算システムを円滑に稼働させる。
事業概要
(168)

手
段
・
実
施
内
容
等

書誌情報の作成委託
データベースの利用契約
図書館システム機能向上のための情報交換、打ち合わせへの参加

令和
5年度

継続
令和
6年度

継続
令和
7年度

図書館の利用者に迅速かつ適切な資料・情報を提供するための電算システムの稼働に要する経費（
電算システムの維持・管理に係るシステム保守料を除く）
１電算システムの運用に必要なプリンター等の消耗品及び書誌情報の作成委託料

令和5年度
予算内容
(440)

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

事業費 計画 0 0 788 787
実績 0 0 761

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 0 0
実績 0 0 0

一般 計画 0 0 788 787
財源 実績 0 0 761

人件費 計画 0 0 3,035 3,035
実績 0 0 880

トータル 計画 0 0 3,823 3,822
コスト 実績 0 0 1,641
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活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

レファレンス件数（全館） 件 2,300 3,400 3,400 3,400 3,400
3,379 3,254 3,570

増加目標 146.91% 95.71% 105%

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

人口当たり貸出点数(全館） 点 5 5 5 5 5
4.6 4.4 4.1

増加目標 92% 88% 82%

事後評価
　図書館ホームページからのインターネットによる予約受付など情報拠点としての機能を高めると
ともに、利用者が受け取りを希望する公民館図書室まで資料の配送を行い、資料の整備・充実に努
めた。
 
・書誌情報の作成委託を行い、利用しやすい蔵書の書誌データを維持した。
・新聞記事等のデータベースの利用契約し、市民からのレファレンスに活用した。
・図書館システム機能向上のため、焼津図書館や保守業者と連絡を密に取りあった。
 ○添付ファイル有り（画面右方「詳細」より確認できます。）

実施結果
(748)

・成果指標①（未達成）図書館への来館者が減少し、目標を達成できなかった。
成果の
達成状況
と要因

・市民が利用するインターネット閲覧用PCに不具合が多く、サービス維持に苦慮した。

課　題

・図書館システムは、使いやすいシステムとなるよう今後も継続して取り組んでいく。
・市民が利用するインターネットPCは、令和６年度に更新する。

今後の
方向性

所属長 利用者の利便性の向上及び図書館業務の効率化のため、今後もシステムの有効活用を図るとともに
意見(72) 、システムの迅速かつ適切な更新に努める。
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４ 全体評価 
    

教育委員会の事業評価については、平成 20 年度から市が全庁的に取り組ん

でいる行政評価システムに基づき、事業の結果を振り返り、課題を整理した上

で、次の計画と実施に反映させていく仕組みにより実施しています。同時に教

育委員会の事業について、市民への説明責任を果たし、透明度を高めていく取

組も順調に進んできていると考えます。 

引き続き、市民目線に立ち、市民の様々な声を丁寧に聴きながら、施策に反

映させていく姿勢を忘れずに取り組んでいきます。 

以下、施策評価書（令和５年度目標達成度評価）及び事務事業評価書（令和

５年度実績）に基づき、３つの施策について評価をいたします。 

 

施策１の「みんなで支える子育て環境の充実」についてのうち、「幼稚園管

理事業」は、公立幼稚園６園の運営に係る会計年度任用職員の雇用や、施設・

設備の維持管理事業となります。令和５年度については、保育を実施するため

の人件費や、保育物品の購入、給食提供の委託などによる、保育の継続的な実

施や、親子遠足など園外活動のためのバス借上げ、施設や設備の維持管理、旧

東益津幼稚園の複合遊具の大井川西幼稚園への移設のほか、用地の地積測量を

実施しました。 

活動指標については、「修繕を実施した幼稚園数」とし、６園全てにおいて

予定していた修繕を実施し、幼児教育が提供できる環境を整えました。 

次に、「指導力向上支援事業」では、幼稚園・保育園などの類型にとらわれ

ず、市内事業所の保育者が、自己肯定感を持つ子どもを育てるという共通目標

のもと、キャリアに合わせた内容や、旬の情報を取り入れたジャンルによる専

門性の高い研修を受けられるよう、組織的にその機会を提供し、共に学ぶ体制

を構築し実施している「オール焼津★ねっこプロジェクト」による研修のほか、

保育園・幼稚園・小学校の連携による自主事業への参加や、各種関係団体が実

施する研修を受講しました。 

活動指標については、「保育者資質向上研修会」では、予定していた７回の

研修会が実施できました。「園長研修」では、そのキャリアに必要な情報を提
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供する研修を、予定していた 12 回実施しました。「保育園・幼稚園訪問指導」

は、主席指導主事、指導主事のほか、保育士、幼稚園教諭経験者等が、現地で

幼稚園の指導案や教育内容の指導・助言を行いましたが、日程の都合等により、

一部の園では申し込みがなかったため、28 回の計画に対し、24 回実施と目標

達成とはなりませんでした。 

また、成果指標とした「資質向上研修会参加者数」については、実施内容に

合わせた講師を呼ぶ等の工夫や、参加者から希望の多いジャンルをアンケート

で把握をしたことなどが功を奏し、計画数以上の参加者が集まり、成果が上が

っています。 

一方、園訪問については、申込をする園が減った原因を分析・対応する必要

があると考えています。 

次に、「青少年問題協議会事業」では、地方青少年問題協議会設置法に基づ

き、行政機関、青少年健全育成団体の代表者を委員・幹事に委嘱し、青少年問

題に関する施策に必要な事項を協議しています。 

令和５年度は、６月と２月に、「焼津市青少年問題協議会」を開催するとと

もに、７月に、「夏に青少年をまもり育てる運動」として非行防止街頭キャン

ペーンを、市内大型ショッピングセンター３箇所で実施しました。 

次に、「教育相談センター運営事業」では、青少年教育相談センターが、電

話相談、面接相談、メール相談により、相談者の思いを受け止めながら悩みや

問題の解消に向けた適切な助言を行いました。また、街頭補導などの呼びかけ

により、非行未然防止や早期発見に努めています。併せて、学校・家庭・地域・

関係機関との連携により、啓発活動と環境浄化を推進しています。 

活動指標の「相談者実人数」ですが、焼津市青少年教育相談センターの相談

員が、電話、面接、メールにより相談対応した回数は、310 回であり、相談を

受けた実人数は 39 人でした。相談に対しては、悩みや問題を聞き、解消に向

けた適切な助言を行ったり、より適切な支援に繋げたり、より適切な機関に繋

げたりしました。 

「街頭補導活動」では、319 回実施し、延べ参加人数は 1,142 人、１回あた

りの平均参加者数は、3.6 人でした。夜間に外出している児童生徒などに対し
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て、温かな声掛けや、帰宅の呼びかけなどを行いました。 

また、市内の書店、ゲームセンターなどへの立ち入り調査による環境浄化活

動を実施しました。件数や補導活動参加者数も一定数いることから、本事業が

有効に活用されていると考えており、今後も、相談業務や街頭補導などを通じ

て青少年の非行を防止し、健全育成を図っていくため、関係機関が連携して対

応していきたいと考えています。 

次に、「子ども会健全育成支援事業」では、異なる学年の子供達と遊びなど

を通じて交流などを促進する焼津市子ども会連合会の小学生健全育成事業に

対して、予算の範囲内で補助金を交付しています。 

令和５年度は、夏の集い、お楽しみイベント、寺子屋、マグロ解体ショー、

折り紙アートなど９小学校区 10 事業に対して、２分の１の補助率で補助金を

交付しました。 

 活動指標の「市子ども会連合会の校区数」は、令和５年度の実績が、計画と

同じ全 13 校区でしたが、「子ども会単子数」は計画が 255 に対し、実績は 199

で達成率 78.04％と減少しました。 

また、成果指標の「子ども会会員数」は、令和５年度の計画が 5,993 人に対

し実績は、5,220 人で達成率 87.1％と減少しました。 

子ども会への加入率の減少が続いているなかで、令和５年度には、役員の方

が、楽しく、気持ちよく子ども会の児童の親睦が図れる一助になればとの思い

から、補助対象経費の範囲を広げて役員が企画した内容を後押しするような、

また、子ども達が、子ども会活動に参加して楽しく感じられるような、例えば

お菓子などの経費も補助対象に加えるなど、子ども会健全育成活動を行いやす

い内容に変更して実施しました。 

なお、成果の達成状況と要因については、成果指標の「子ども会会員数」が

未達成であり、児童数の減少、社会情勢の変化により、子ども会加入者数の減

少が続いています。また、新型コロナウイルス感染症による活動制限が緩和さ

れている状況ではありますが、会員数の減少を止めるには至っていない状況で

あります。 

課題については、活動に積極的な校区とそうでない校区の差が大きく、加入
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率の低下が進む校区と、あまり低下しない校区と差が大きく、困りごとがある

校区もあれば、ない校区もあります。また、市子ども会連合会の補助金のとり

まとめが大変で役員の負担になっていることが課題となっています。 

今後の方向性については、補助金の対象となる事業や、市子ども会連合会が

取りまとめる事業が煩雑になっているという課題が挙げられているため、校区

ごとに申請、交付するなどの見直しを行い、健全育成のための活動がより行い

やすいやり方を検討していきたいと考えています。 

 

施策２の「学校教育の充実」については、施策が目指す姿として、市内の小・

中学校の児童・生徒が、学力・体力を身に付け、優しさと強さを持つことがで

きるとしています。 

成果指標としては、「授業に一生懸命取り組んでいる児童・生徒の割合」、「失

敗を恐れず、挑戦するようにしている児童・生徒の割合」としています。この

目指す姿と成果指標については、令和３年３月に改訂をした焼津市教育大綱の

基本理念「優しく 強く 愛しい人」及び学校教育の重点である「失敗や間違

いを恐れない子、疑問を言える子」の体現を目指して設定しています。 

また、成果指標については、一昨年度から本格的に取り組んでおり、令和５

年度の「授業に一生懸命取り組んでいる児童・生徒の割合」では、92.4%、「失

敗を恐れず、挑戦するようにしている児童・生徒の割合」では、71.5%の児童・

生徒が肯定的な回答をしています。 

施策の振り返りとして、教育大綱の基本理念について、学校訪問時等を活用

し、その理解を求めてきたため、各校の教育目標や重点目標に反映され、児童

生徒への働きかけが向上しています。 

「魅力ある授業の推進」については、新学習指導要領が全面実施となって小

学校で４年、中学校で３年が経過しました。教育委員会では、各学校において、

隔年で学校訪問による研修会を実施しておりますが、各校で授業改善が進み、

児童生徒の学習内容の理解が深まりました。 

「地域との連携推進」については、令和５年度に全ての中学校区でコミュニ

ティ・スクールが導入され、それぞれの中学校区で目指す子ども像の検討や、
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地域の課題が話し合われ、地域とともにある学校への大事な第１歩が踏み出さ

れました。各中学校区では、それぞれの地区の特性を生かした活動が始まった

ところです。 

「若手教員の指導力向上」については、２，３年目の若手教員へ教育センタ

ーによる訪問指導や研修会を実施し、着実な指導力向上が見られています。 

「ＩＣＴ機器の効果的な活用」については、本市は、授業での活用頻度は、

全国的に見ても高く、授業でいかに効果的な活用を行うかについての研究が始

まりました。 

「児童生徒の体力向上」については、児童生徒の各種健康診断は着実に実施

されています。また、部活動の地域クラブ活動への移行準備も計画的に進め、

新たに７種目での活動が開始され、12 クラブが活動しています。 

「配慮を要する児童生徒及び家庭の支援の充実」については、小学校の低学

年サポーターが増員され、子ども達が安定した学校生活を送ることができまし

た。また、医療的ケア児に対応する看護師が配置され、安心して学校生活を送

ることができるようになりました。課題を有する子どもや家庭を支援するため、

学校福祉部を設置し、訪問支援、ケース会議など、学校福祉部の対応する件数

が増加することで、家庭が安定したり、登校日数が増えたり、様々な関係機関

に繋がったりする児童生徒が増えるなどの成果が上がっています。 

「外国につながる児童生徒の支援の充実」については、児童生徒数の増加や、

低年齢化に伴い、教育センターにおいてプレスクール・プレ教室など、個々に

応じた支援を充実させ、安心して学校生活を送れる児童生徒が増加しています。 

「安全安心で快適な教育環境整備」については、学習・生活に適した安全安

心で快適な環境維持のため、学び舎にこにこ元気計画に則り、着実に環境整備

を進め、トイレの洋式化工事を４校分、設計を４校分行いました。 

施策の課題として、初めに「地域との連携推進」については、それぞれの地

区の特性を生かしたコミュニティ・スクールへの取り組みが始められたところ

ですが、研修会での情報交換等を通して、さらなる充実に努める必要がありま

す。 

次に、「ＩＣＴ機器の効果的な活用」については、教育委員会の訪問やＧＩ
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ＧＡスクール推進室の訪問の機会を活用し、効果的な授業での活用についてさ

らに実践を広げ、より深めていく必要があります。 

次に、「児童生徒の体力向上」については、今後の地域移行がスムーズに進

むよう、平日も含めた地域クラブ移行のロードマップや地域クラブ活動ガイド

ラインの作成が必要であります。 

次に、「配慮を要する児童生徒及び家庭の支援の充実」については、不登校

児童生徒数が増加傾向にあるため、今後は増加を防ぐための予防対策を行うと

ともに、更なる手厚い子ども及び家庭への支援を充実させていく必要がありま

す。 

次に、「外国につながる児童生徒の支援の充実」については、今後も、外国

につながる児童生徒数の増加が考えられるため、支援体制の強化、例えば支援

場所も含めどのような支援が効果的であるかについて検討していく必要があ

ります。また、低年齢化についてもその対応のための体制整備、人員の確保が

必要であります。 

最後に、「安全安心で快適な教育環境整備」については、猛暑災害対策にお

いて屋内運動場の空調設備についてできるだけ速やかに整備を行っていくと

ともに、屋外運動場についても、どのような対策がとれるかについて検討して

いく必要があります。 

また、水泳授業の在り方については、現場の意見を基に、具体的な授業の在

り方について検討していく必要があります。 

 

施策３の「生きがいづくりの推進」について、読書活動の推進のうち、図書

課が所管する「焼津図書館及び大井川図書館の読書普及事業」では、令和６年

３月に「焼津市子ども読書活動推進計画」の第三次計画を策定しました。 

本計画に基づいて、健康づくり課が行う乳幼児健康相談の場を借りて絵本を

配布する「ブックスタート事業」や、絵本・紙芝居を読む「読み聞かせ」や「お

はなし会」など、子どもの成長段階に応じた事業を行ったほか、小中高等学校

の学校図書館とも連携して読書活動の推進を図りました。 

これらの事業のほか、大人向けの図書館講座時の関連図書の紹介や、録音図
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書や朗読ＣＤ、点字などの貸し出しを行う「図書館利用に困難がある方のため

のアシストサービス」の提供など、図書館の利用拡大を図るための取り組みを

行いました。 

次に、「焼津図書館及び大井川図書館の図書資料電算運営事業」ではＩＣタ

グを活用した非接触型の図書館システムを活用し窓口業務の効率化を図って

おります。 

自動貸出機の設置については、簡単な操作により貸出手続きができ、窓口で

待つ時間がなくなったため、利用者からはおおむね好評をいただいており、さ

らに、利用者自身で自動貸出機を利用し貸出処理をすることで、利用者のプラ

イバシーが保たれるという面も評価できると考えています。 

窓口業務の効率化により生み出された時間で、これまでは利用者本人に返却

された本を書棚に戻してもらっていたものを、図書館職員が書棚に戻すという

サービスを提供することで、結果として書棚の整理もできるようになり、セキ

ュリティゲートの設置により、貸出処理をすることなく館外へ図書等が出るこ

とを防ぐことができるようになったことと併せて、図書資料の適正な管理とい

う面で大きな効果となっています。 

今後は、これらのシステム機器等や、管理ソフト・図書館ホームページの保

守委託などを継続していくとともに、利用者からの図書についての問合せに応

じるレファレンス業務などに積極的に取り組み、より一層利用者サービスの充

実を図りたいと考えています。 

 

以上が令和５年度事業の全体評価であります。今後につきましても、子ども

達や、子育て世帯に対する新たな支援体制の下、事業の効果を検証するととも

に、工夫・改善を図り、課題解決に向けた効率的な施策を実施してまいります。 
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５ 焼津市教育委員会事業評価委員会による意見等 

 

○委員構成                           （敬称略） 

 氏   名 所属団体等 

委 員 長 渡邉   徹  焼津市社会教育委員会委員長 

委員長職務代理 福田  陽子 焼津市校長会理事（豊田小学校長） 

委      員 星野  真寿美 焼津市ＰＴＡ連絡協議会家庭教育副委員長 

 

○委員による意見等 

 

政策：「安心して子育てができ、子どもが心豊かに育つまちづくり」 

 

（１） みんなで支える子育て環境の充実 

 

・ 焼津市は、市立幼稚園、私立幼稚園があるが、どちらの先生方に対しても研

修の機会を作っていただいていること、また、この研修に関して小学校にもご

案内をいただいていることが子ども達の保育や教育に対して大きな力になっ

ており、「オール焼津★ねっこプロジェクト」等の研修は大変ありがたい事業

であると感じている。この事業を、今後も継続していくことで子ども達の健全

育成に繋がっていくと思う。 

 

・ 遊び主体の幼稚園・保育園から、教育主体に変わる小学校１年生は、最初か

ら 45 分の授業を行うのではなく、初めのうちは、園でやっていたことも取り

入れながら、小学校の教育も行い、児童を縛り過ぎないように取り組んでいる。 

 そういった意味では、小１の壁というのは、低くなっているように感じてい

る。現在、幼稚園の先生と小学校の先生が共に学ぶ場を作っていただいている

ことで、小学校の先生は、園からも学ばせていただいている。 

 

・ 子ども会健全育成支援事業の中で、校区ごと地域性があり、活動に積極的な

校区とそうでない校区の差が大きいため、今後の方向性にも記載されているが、

補助金の交付についても状況に合わせた支援を検討していただきたい。 

 

（２） 学校教育の充実 
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・ 施策の課題でも児童生徒の体力の向上が挙げられているが、地域クラブに行

く子どもは、運動が好きな子が多いため、普段から運動しているが、あまり運

動が好きではない子もいる。特に、小学校、中学校年代において筋力を作って

いくことは、基礎体力がつき、健康につながっていくため、校内での取り組み

も大変重要であると考えている。 

  最近、新聞で、学校へスクールトレーナーを配置できるという記事を読んだ。

今まで行ってきた体育の授業も大事であるが、学校へ運動の専門家を呼び、体

力の向上を目指した外部からの指導体制が整えば、より効果的な指導ができる

のではないかと思う。 

 

・ 施策の課題の中に、水泳授業の在り方について検討していくとあるが、泳げ

るようになることで、その後の人生が変わったという話も聞くため、水泳授業

は大変重要なことであると思う。今後、水泳授業については、在り方の検討を

していくことでより良い方向に進めていただきたい。 

 

・ 学校に行けない子どもについては、焼津市は、焼津チャレンジ、大井川チャ

レンジ、また、10 月から始まる東益津チャレンジがあったり、ＩＣＴの活用、

学校の心の相談室など様々な取り組みをされているが、こういった施設まで行

けなかったり、家から出られない子どもに対する支援については、現在では、

民間事業者も行っている。 

従って、今後、民間事業者との連携についても考えていく余地があると思う。

学校に行けない子どもの親御さんから、こういった子どもに合わせた場所を複

数設置していただくことで選択肢を増やして欲しいという話を聞いた。家から

出られる子どもには、複数人が集まる施設にいっていただき、また、家から出

られない子どもには、１対１でやり取りできるような方法を考えていく必要が

あると思う。 

 

政策：「生きがいを持って暮らせるまちづくり」 

 

（１）生きがいづくりの推進 

 

・ 焼津市は、図書館が充実しているように感じている。今後も継続していただ

きたい。 

 

・ 本校では、傾向を見て、普段は触れていないような分野の図書に触れてもら

うよう、学校司書が担当教員と考えており、児童が様々な分野の本に触れられ

るよう工夫している。 

 

・ 読書活動の普及のため、今後も「効果的な情報発信」に努めていただきたい。 
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６ 令和５年度教育委員会開催日及び議案提出状況 

 

（１）令和５年４月19日開催 

     議第１号 焼津市立図書館雑誌スポンサー制度要綱の一部改正について 

     議第２号 焼津市教育委員会処務規程の一部改正について 

     議第３号 焼津市教育委員会事務部局職員職名規則の一部を改正する規則の

制定について 

 

 （２）令和５年５月22日開催 

議第４号 焼津市図書館協議会委員の委嘱について 

議第５号 焼津市社会教育委員の委嘱について 

議第６号 焼津市青少年教育相談センター運営協議会委員の委嘱について 

議題７号 令和５年度教育費６月補正予算（案）について 

 

 （３）令和５年７月14日開催 

     議第８号 令和６～９年度使用の小学校教科用図書の採択について 

     議第９号 令和５年度焼津市学校夏季休業期間昼食費支援金支給要綱の制定

について 

 

（４）令和５年８月16日開催 

議第10号 焼津市立学校屋内運動場等の開放に関する要綱の一部改正につい 

     て 

議第11号 焼津市立学校教育職員の業務量の適切な管理等に関する規則の制 

 定について 

議第12号 焼津市立小学校及び中学校の通学区域の変更について 

 

（５）令和５年９月27日開催 

議第13号 令和５年度焼津市教育委員会事業評価報告書について 

議第14号 令和５年度教育費９月補正予算（案）について 

 

（６）令和５年11月14日開催 

    議第15号 令和５年度教育費11月補正予算（案）について 

議第16号 令和５年11月市議会定例会提出議案及び議会からの意見聴取に 

対する意見について 

 

（７）令和５年12月20日開催 

    議第17号 令和５年度焼津市就学援助費支給認定世帯支援金支給要綱の制定

について 
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 （８）令和６年１月17日開催 

     議第18号 令和５年度焼津市進学・進級時児童生徒教育費支援金支給要綱の制

定について 

 

 （９）令和６年２月14日開催 

     議第19号 焼津市地域学校協働活動推進員設置要綱の一部改正について 

     議第20号 令和６年度教育費当初予算（案）について 

     議第21号 令和５年度教育費２月補正予算（案）について 

     議第22号 焼津市幼児教育の重点（基本方針）（案）について 

     議第23号 焼津市教育委員会事務局組織等に関する規則の一部改正について 

      

（10）令和６年２月29日開催 

     議第24号 令和６年度教職員人事異動の内申（案）について 

 

（11）令和６年３月13日開催 

     議第25号 令和５年度教育費２月追加補正予算（案）及び令和６年度教育費 

当初補正予算（案）について 

     議第26号 焼津市教育委員会事務局組織等に関する規則の一部改正について 

     議第27号 「焼津市子ども読書活動推進計画（第三次）」の策定について 



７　令和５年度教育費決算
（単位：円）

10 教 育 費（保育・幼稚園課分含む） 5,250,218,649 4,979,961,539 270,257,110
(1)  教育総務費 775,687,982 688,088,038 87,599,944

1 　教育委員会費 2,209,599 2,171,320 38,279
2 　事務局費 367,257,596 286,483,280 80,774,316
3 　学校教育指導費 390,595,986 382,990,310 7,605,676
4 　私学振興費 15,624,801 15,977,365 △ 352,564

廃目 　学校建設基金費 0 465,763 △ 465,763
(2)  小学校費 699,539,828 936,602,036 △ 237,062,208

1 　学校管理費 588,276,666 838,917,837 △ 250,641,171
2 　学校振興費 111,263,162 97,684,199 13,578,963

(3)  中学校費 600,838,586 449,471,472 151,367,114
1 　学校管理費 487,350,603 345,252,682 142,097,921
2 　学校振興費 113,487,983 104,218,790 9,269,193

(4)  幼稚園費 240,185,605 233,963,635 6,221,970
1 　幼稚園費 240,185,605 233,963,635 6,221,970

(5)  社会教育費 1,515,905,624 1,296,525,467 219,380,157
1 　社会教育総務費 343,216,016 271,079,157 72,136,859
2 　公民館費 143,997,321 132,985,164 11,012,157
3   図書館費 95,636,600 98,114,665 △ 2,478,065
4 　文化施設費 703,792,834 443,460,242 260,332,592
5 　公民館建設費 229,239,155 5,558,060 223,681,095
6 　文化事業基金費 23,698 65,923 △ 42,225

廃目 　文化振興費 0 6,844,026 △ 6,844,026
廃目 　青少年教育費 0 19,023,551 △ 19,023,551
廃目 　成人教育費 0 10,025,679 △ 10,025,679
廃目 　文化財保護費 0 11,610,746 △ 11,610,746
廃目 　歴史民俗資料館費 0 17,663,991 △ 17,663,991
廃目 　ディスカバリーパーク費 0 280,094,263 △ 280,094,263
(6)  保健体育費 1,418,061,024 1,375,310,891 42,750,133

1 　保健体育総務費 272,056,368 264,009,482 8,046,886
2 　体育施設費 242,254,129 28,834,394 213,419,735
3 　学校給食費 903,715,020 928,151,630 △ 24,436,610
4 　スポーツ振興基金費 35,507 47,579 △ 12,072

廃目 　市民体育館費 0 19,155,588 △ 19,155,588
廃目 　総合グラウンド費 0 101,711,323 △ 101,711,323
廃目 　大井川河川敷運動公園費 0 33,400,895 △ 33,400,895

款　項　目
令和４年度
決算額

令和５年度
決算額

差引増減額
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